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令和５年度 投資事業評価調書（継続：再評価〔第５回〕） 

部課室名 
土木部     

河川整備課 
記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

河川整備課長 八尾 昌彦 
(河川・武庫川整備班主幹 矢尾 哲雄) 

内線 
4408 

(4437) 

事業種目 河川事業 水系名 加古川水系 

事業目的 

加古川水系加古川中流圏域において平成25年8月に策定した河川整備計画に基づき、洪水対策を実施することによ

り、治水安全度を向上させ地域住民の安心・安全を確保する。 

加古川水系加古川中流圏域河川整備計画における｢計画的に整備を進める区間｣ 

本川 

 区間 延長 整備目標 事業の状況 前回評価年度 

 
①-1 加古川 
国管理区間上流端～中郷橋下流 4.0km 

平成 16 年 10 月台風第 23 号と同程度の洪

水を安全に流下 
H22(2010) 

災害・完了 

事業評価 

対象外 

 
①-2 加古川 [西脇工区] 

中郷橋下流～福地川合流地点 
3.1km 

平成 16 年 10 月台風第 23 号及び昭和 58 年

９月洪水(秋雨前線及び台風第 10 号)と同程

度の洪水を安全に流下 

事業中 
H30(2018) 

再評価 

 
①-3 加古川 [蒲江工区] 
福地川合流地点～畑瀬橋上流 2.5km 

昭和 58 年９月洪水(秋雨前線及び台風第 10

号)と同程度の洪水を安全に流下 

未着手 

R5(2023) 

新規事業評価 
公共審審査対象外 

 
①-4 加古川 [黒田庄工区] 
畑瀬橋上流～篠山川合流点 6.0km 未事業化 － 

支川 

 区間 延長 整備目標 事業の状況 前回評価年度 

 
②-1 杉原川 

加古川合流点～和田谷川合流点 
0.6km 

平成 16 年 10 月台風第 23 号と同程度の洪

水を安全に流下 

H22(2010) 

災害・完了 

事業評価 

対象外 

 
②-2 杉原川 

和田谷川合流点～豊川橋下流 
1.3km 

H22(2010) 

完了 
－ 

 

②-3 杉原川 [西脇工区] 

豊川橋下流～和田井堰上流 
0.7km 事業中 

H30(2018) 

再評価 

②-4 杉原川 

和田井堰上流～郷瀬町 
0.6km 未事業化 

－ 

 
②-5 杉原川 

郷瀬町～熊野部井堰 

16.4k

m 
未事業化 

  
③-1 思出川 

杉原川合流点～支援学校下流 
1.3km 

平成 23 年 9 月台風第 12 号と同程度の洪水

を安全に流下 

事業中 
事業評価 

対象外 

  
③-2 思出川 

支援学校下流～井堰 
0.7km 未事業化 － 

  
④ 奥荒田川 

北安橋～乳母川橋 
0.3km 

H25(2013) 

完了 事業評価 

対象外 
 
⑤-1 野間川 

加古川合流点～平野橋 
1.3km 

平成 16 年 10 月台風第 23 号と同程度の洪

水を安全に流下 

H22(2010) 

災害・完了 

 
⑤-2 野間川 

平野橋～芳田橋 
5.1km 

H25(2013） 

完了 

事業評価 

対象外 
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⑤-3 野間川 [芳田工区] 

芳田橋～落方井堰 
1.3km 

平成 16 年 10 月台風第 23 号と同程度の洪 

水を安全に流下 

H28(2016) 

完了 
－ 

 
⑤-4 野間川 

落方井堰～山口井堰 
4.0km 未事業化 

 

⑥-1 東条川 [小野工区] 

国土交通省管理区間上流端 

～大畑川合流点 

8.9km 事業中 
H30(2018) 

再評価 

 
⑥-2 東条川 [東条工区] 

臨幸橋～鴨川合流点 
2.6km 未事業化 － 

 
⑥-3 東条川 [篠山工区] 

神山川合流点～月江川合流点 
1.9km 事業中 

H30(2018) 

再評価 

  
⑦ 大谷川 
第６橋梁～法定河川上流端 

0.9km 
昭和 58 年 9 月洪水(秋雨前線及び台風第 10

号)と同程度の洪水を安全に流下 
未事業化 － 

 
⑧-1 美嚢川 

城山橋～志染川合流点 
2.5km 

平成 16 年 10 月台風第 23 号と同程度の洪

水に対し、被害を軽減 
事業中 

事業評価 

対象外 

 
⑧-2 美嚢川 

城山橋～志染川合流点 
2.5km 

平成 16 年 10 月台風第 23 号と同程度の洪

水を安全に流下 

未事業化 － 

  

⑨ 志染川 

幸座橋下流約 200ｍ 

～箕谷川合流点 

1.7km 
H25(2013) 

完了 

事業評価 

対象外    
⑩-1 淡河川 

万代橋～広瀬橋 
0.5km 

R03(2021) 

完了 

   
⑩-2 淡河川 

広瀬橋～僧尾川合流点 
0.2km 事業中 

   
⑩-3 淡河川 

歳田橋～井堰 
0.2km 未事業化 － 

   
⑩-4 淡河川 

井堰～尼谷川合流点付近 
0.7km 

R04(2022) 

完了 

公共審審査 

対象外 

 
⑪ 油谷川 

堀田橋～JR  
0.1km 

 同上（加古川本川の整備に伴う支川の背水

対策） 

R05(2023) 

完了 

公共審審査 

対象外 

 
⑫ 高倉川 

境界橋～JR  
0.1km 未事業化 － 

 
⑬ 前谷川 

知子谷橋～藪下川合流点 
0.3km 

昭和 58 年 9 月洪水(秋雨前線及び台風第 10

号)と同程度の洪水を安全に流下 

H30(2018) 

完了 

事業評価 

対象外 

 

⑭ 千歳川 

西上野橋上流約 220m 

～法河川上流端 

2.2km 
平成 2年 9月台風第 19 号と同程度の洪水

を安全に流下 
未事業化 － 

 
⑮ 万勝寺川 

大島川合流点～かりかわ橋 
6.7km 

昭和 58 年 9 月洪水(秋雨前線及び台風第 10

号)と同程度の洪水を安全に流下 

未事業化 － 

 
⑯ 三草川 

水路橋付近～中国自動車道 
0.1km 

H26(2014) 

完了 

事業評価 

対象外 
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加古川流域 

河道線 凡例 

整備済み区間 

事業中の区間 

河川整備計画において 

計画的に整備を進める区間 
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【加古川中流圏域】 

事業を取り巻く 

社会経済情勢等 

の変化 

気候変動の影響により、近年、豪雨災害が頻発化・激甚化していることから、河川改修に対する地元要望は

強まっている。 
【前回評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 
【加古川】（5億円増、5年延伸） 

・労務単価の上昇に伴う増額 

・硬岩に対する追加検討及び施工効率の低下に伴う事業期間の延伸 

【杉原川】（12億円増、4年延伸） 

・労務単価等の上昇及び材料単価高騰に伴う増額 

・追加護岸整備に伴う事業期間の延伸 

【東条川（小野工区）】（16億円増、13年延伸） 

・労務単価等の上昇及び材料単価高騰に伴う増額 

・誉田橋の関係機関協議等に不測の期間を要したこと及び六ヶ井堰改築の実績を踏まえた小田井

堰改築の工程の見直しによる延伸 

【東条川（篠山工区）】（6億円増、5年延伸） 

・労務単価等の上昇及び材料単価の高騰に伴う増額 

・地元協議による施工方法見直しに伴う事業期間の延伸 

進捗状況 

【加古川（西脇工区）】 

・早期の事業効果を発揮させるため、工区内の暫定掘削済。令和４(2022)年度までに鹿野大橋ま

での掘削が完了。 

【杉原川（西脇工区）】 

・令和４(2022)年度までに沖田井堰、和田井堰の改築が完了し令和５年６月に通水式を開催した。 

【東条川（小野工区）】 

・令和４(2022)年度までに誉田橋下流右岸の護岸整備が完了。 

【東条川（篠山工区）】 

・令和４(2022)年度までに本荘中橋の架替、本庄中橋下流の河床掘削および護岸整備が完了。 

事業概要および進捗状況 

 今回評価内容 （ ）：前回評価時点  

工区 事業区間 整備内容 
 

全体事業費 進捗率 残事業費 

完成 

予定 

年度  

①-2 加古川 [西脇工区] 
中郷橋下流 
～福地川合流地
点 

河道改修3.1km 
 
【負担割合】 

国：50% 県：50% 

事
業
費 

52億円 

(47億円) 

37％ 

（13％） 

33億円 

(41億円) 
R15 

(R10) 
内
用
補 

0.1億円 

(0.0億円) 

0％ 

(--％) 

0.1億円 

(0.0億円) 

②-3 杉原川 [西脇工区] 
豊川橋下流 
～和田井堰上流 

河道改修0.7km 
井堰改築２基 
 
【負担割合】 

国：50% 県：50% 

事
業
費 

21億円 

( 9億円) 

60％ 

(22％) 

8.5億円 

（7  億円） 
R9 

(R5) 内
用
補 

1.7億円 

(0.0億円) 

 76％ 

( --％) 

0.4億円 

(0.0億円) 

⑥-1 東条川 [小野工区] 
国土交通省管理
区間上流端 
～大畑川合流点 

河道改修8.9km 
橋梁架替１橋 
井堰改築２基 
【負担割合】 

国：50% 県：50% 

事
業
費 

48億円 

(32億円) 

23％ 

(22％) 

37億円 

（25億円） 
R23 

(R10) 内
用
補 

2億円 

( 2億円) 

20％ 

(0％) 

1.6億円 

(2億円) 

⑥-3 東条川 [篠山工区] 
神山川合流点 
～月江川合流点 

河道改修1.9km 
橋梁架替２橋 
井堰改築２基 
 
【負担割合】 

国：50% 県：50% 

事
業
費 

16億円 

(10億円) 

48％ 

(21％) 

8.3億円 

（7.9億円） 
R15 

(R10) 内
用
補 

0.4億円 

(3億円) 

75％ 

(0％) 

0.1億円 

(3億円) 
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【加古川中流圏域】 
評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び対応方針 

(H30年度再評価) 

【審査会意見】（継続妥当） 

河川事業は人命に直結する事業であるこ

とから、進捗管理をするなど、事業完了に

より早期に効果が発現するよう努められた

い。 

【対応方針】 

地元住民等の関係者との調整を密に行い、円滑な

事業遂行に努め、早期の事業完了を目指す。 

(1)必要性 ①流域では昭和58年、平成16年、平成23年、平成30年などに発生した洪水により、甚大な浸水被

害が発生している。 

【近年の主な浸水被害（加古川流域）】 

・昭和58年９月台風第10号〔床上浸水368戸、床下浸水1,666戸〕 

・平成16年10月台風第23号〔床上浸水430戸、床下浸水1,222戸〕 

・平成23年９月台風第12号〔床上浸水240戸、床下浸水866戸〕 

・平成30年7月豪雨    〔床上浸水13戸、床下浸水34戸〕 

②事業区間には、築堤、護岸、河床掘削、井堰改築、橋梁架替が残っており、河川改修による浸

水被害の防止、軽減が必要である。 

(2)有効性 

・効率性 

 

(事業執行環境) 

①費用便益比：B/C = 2.3（河川整備計画における全ての事業による費用便益比） 

②河川整備基本方針は平成20年９月、河川整備計画は平成25年８月に策定済。 

③河川管理者(国、県)、関係市(西脇市、加東市)で構成する「加古川中流部河川整備推進協議会」

を平成28年８月に設置(令和4年度は11月29日開催)し、河川整備の情報共有、目標及び実現に

向け、連携・調整を図りながら事業を実施している。 

④地元から早期事業完了の要望がある。 

(3)環境適合性 
①澪筋の保全、復元や落差部分への魚道の設置など、多様な生物の生活環境への影響を最小限に

とどめる。 

(4)優先性 ①当事業区間には人家連担区域や緊急輸送道路が含まれており、流下能力不足による浸水被害が想

定されている。 
②当事業区間の進捗状況は、上流の未整備区間や加古川丹波圏域の進捗にも影響を与えるため、着

実な事業進捗が求められる。 

再
評
価 

の
結
果 

継続 
左の 

理由 

事業の必要性は、事業採択時と変わっておらず、地域住民の安全・安心な生活環境を確保

するため、事業を継続する必要がある。 
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加古川水系加古川［西脇工区］ 整備概要図 

 

 

工区 河川整備計画全体 前回評価まで 
前回評価から

R5(2023)まで 

今後５年間 

R6(2024) 

～ 

R10(2028) 

今後 6～10 年間 
R11(2029) 

～ 

R15(2033) 

①-2 加古川 

西脇工区 

H25～R15 年度 

【事業費＝52 億円】 

・整備延長：3.1km 

・整備概要：河床掘削 

 

H25～H30 年度 

【事業費＝6.0 億円】 

・緯度橋から福地川合

流点までの暫定河床

掘削 L=0.6km が完

了 

・中郷橋下流から鹿野

大橋までの河床掘削

が完了 

R1～R5 年度 

【事業費＝13 億円】 

・鹿野大橋から畑谷川

合流点までの暫定河

床掘削 

・畑谷川合流点から福

地川合流点までの暫

定河床掘削 

R6～R10 年度 

【事業費＝17 億円】 

・畑谷川合流点から福

地川合流点までの河

床掘削 

R11～R15 年度 

【事業費＝16.0 億円】 

・鹿野大橋から畑谷川

合流点までの河床掘

削 

 

流下能力の向上 流下能力の向上 流下能力の向上 流下能力の向上 
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加古川水系杉原川［西脇工区］ 整備概要図 

 
 

工区 河川整備計画全体 前回評価まで 
前回評価から

R5(2023)まで 

今後５年間 

R6(2024) 

～ 

R10(2028) 

 

②-2 杉原川 

西脇工区 

H25～R9 年度 

【事業費＝21 億円】 

・整備延長：0.7km 

・整備概要：護岸、河

床掘削、井堰 2基 

 

H25～H30 年度 

【事業費＝0.5 億円】 

・井堰詳細設計 

・沖田井堰改築に着

手 

R1～R5 年度 

【事業費＝12 億円】 

・沖田井堰、和田井堰 

の改築 

・河床掘削 

 

R6～R9 年度 

【事業費＝8.5 億円】 

・河床掘削、護岸 

 

流下能力の向上 流下能力の向上 流下能力の向上  
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加古川水系東条川［小野工区］ 整備概要図 

 

 

工区 河川整備計画全体 前回評価まで 
前回評価から

R5(2023)まで 

今後５年間 

R6(2024) 

～ 

R10(2028) 

今後 6～18 年間 

R11(2029) 

～ 

R23(2041) 

⑥-1 東条川 

小野工区 

H25～R23 年度 

【事業費＝48 億円】 

・整備延長 8.9km 

・整備概要：築堤、 

護岸、河床掘削、 

橋梁１橋、井堰2基 

S55～H30 年度 

【事業費＝8億円】 

・築堤、護岸、 

河床掘削、 

六ヶ井堰 

R1～R5 年度 

【事業費＝3億円】 

・築堤、護岸、 

河床掘削、誉田橋 

R6～R10 年度 

【事業費＝6億円】 

・誉田橋 

R11～R23 年度 

【事業費＝31 億円】 

・築堤、護岸、 

河床掘削、 

小田井堰 

 

流下能力の向上 流下能力の向上 流下能力の向上 流下能力の向上 

 
 
 
 
 
 



９ 
 

加古川水系東条川［篠山工区］ 整備概要図 

 

 

工区 河川整備計画全体 前回評価まで 
前回評価から

R5(2023)まで 

今後５年間 

R6(2024) 

～ 

R10(2028) 

今後 6～10 年間 
R11(2029) 

～ 

R15(2033) 

⑥-3 東条川 

篠山工区 

H25～R15 年度 

【事業費＝16 億円】 

・整備延長：1.9km 

・整備概要：築堤、護 

岸、河床掘削、橋梁 

2 橋、井堰 2基 

 

H21～H30 年度 

【事業費＝2.1 億円】 

・築堤、護岸、河床掘

削 

・井堰（1号井堰） 

R1～R5 年度 

【事業費＝5.6 億円】 

・築堤、護岸、河床掘

削 

・橋梁（本庄中橋） 

R6～R10 年度 

【事業費＝4.4 億円】 

・築堤、護岸、河床掘

削 

 

R11～R15 年度 

【事業費＝3.9 億円】 

・築堤、護岸、河床掘

削 

・橋梁（月江橋） 

・井堰（２号井堰） 

流下能力の向上 流下能力の向上 流下能力の向上 流下能力の向上 

 
 
 
 
 
 



浸水実績

①浸水実績（平成16年台風第23号） ②浸水実績（平成25年台風第18号）

横断図（鹿野大橋上流）

事業区間 ：比延谷川合流点～福地川合流点
総事業費：52億円
内用地補償費：0.1億円
事業期間：H25年(2013)～R15年（2033）
事業概要 ：河床掘削
延 長 ：3.1ｋｍ

費用便益比B/C：2.3（河川整備計画における全ての事業による費用便益比）

事業概要

目 的

加古川水系加古川中流圏域の河川整備計画（H25.8）に基づく治水安全
度の向上（平成16年10月台風第23号及び昭和58年洪水と同程度の洪水
を安全に流下させる）

1

1

福地川

畑瀬橋

西脇八千代市川線

西脇病院

道の駅
北はりま
エコミュージアム

西脇市役所

西脇高校

日本へそ公園

篠山川

杉
原
川

日本へそ公園駅

本黒田駅

黒田庄駅

比延駅

新西脇駅

西脇市駅

船町口駅

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線

西
脇
市

加
東
市

丹
波
市

多
可
町

畑谷川

未整備区間
①-３蒲江工区 延長2.5km

再評価区間
①-２西脇工区 延長3.1km

未整備区間 延長6.0km

河川激甚災害対策特別緊急
事業区間【完成】 延長4.0km

県管理区間

国管理区間

凡 例

：再評価区間

：河川整備計画において計

画的に整備を進める区間

：国道

：県道

：市境

：公共施設等

：駅

事業箇所

出典：地理院地図

位置図

河川事業 一級河川加古川水系加古川〔西脇工区〕 （継続：再評価〔第５回〕）

西脇停車場線

中郷橋

昭和58年
洪水対応

平成16年
台風第23号対応

①

②

比延谷川

転 石

C o

C o

Co

Co

H =6 0 . 15

L =6 7 . 00

1/20掘削

HWL

1/14掘削

凡 例

：H16.10台風23号の浸水範囲

：H23.09台風12号の浸水範囲
10



種別 H29まで H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

掘削

調査検討

用地

工程表 ：前回計画
：実施・計画

現況写真

③完成区間（中郷橋上流）

⑥残事業区間（緯度橋上流左岸）

④完成区間（緯度橋上流右岸）

⑤残事業区間（鹿野大橋上流左岸）

鹿野大橋

緯度橋

津万橋

畑谷川

福地川

中郷橋

日本へそ公園

日本へそ公園駅

比延駅

西脇病院

③

④

⑤

⑥

再評価区間
①-２西脇工区 延長3.1km

凡 例

：H16.10台風23号の浸水範囲

：H23.09台風12号の浸水範囲

凡 例

：H30（2018）以前

：R１（2019）～R5（2023）

：R6（2024）以降

：河川整備計画において

計画的に整備を進める区間

事業進捗平面図

出典：地理院地図

比延谷川

昭和58年
洪水対応

平成16年
台風第23号対応

加
古
川

11



1

多可町役場

中町中学校

福地川

畑瀬橋

西脇停車場線

上鴨川西脇線

西脇八千代市川線

日本へそ
公園

西脇病院

道の駅
北はりま
エコミュージアム

西脇市役所
西脇高校

加
古
川

杉
原
川

日本へそ
公園駅

本黒田駅

黒田庄駅

比延駅

新西脇駅

西脇市駅

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線

西
脇
市

丹
波
市

多
可
町

再評価区間
②-２西脇工区 延長0.7km

未整備区間 延長17.7km

河川激甚災害対策特別緊急
事業区間【完成】 延長0.6km

凡 例

：H16.10台風23号の浸水範囲

：H23.09台風12号の浸水範囲

事業箇所

出典：地理院地図

位置図

p

浸水実績

①浸水実績 (平成16年台風第23号) ②浸水実績 (平成23年台風第18号)

横断図（和田井堰下流）

目 的

加古川水系加古川中流圏域河川整備計画(H25.8)に基づく治水安全度の
向上（平成16年10月台風第23号と同程度の洪水を安全に流下させる）

事業区間 ：豊川橋下流～和田井堰上流
総事業費：21億円
内用地補償費：1.7億円
事業期間：H25年(2013)～R9年（2027）
事業概要 ： 河床掘削、護岸、井堰改築
延 長 ：0.7km
費用便益比B/C：2.3 （河川整備計画における全ての事業による費用便益比）

事業概要

河川事業 一級河川加古川水系杉原川〔西脇工区〕 （継続：再評価〔第５回〕）

西
脇
口
吉
川
線

郷
の
瀬
野
村
線

凡 例

：再評価区間

：河川整備計画において計

画的に整備を進める区間

：国道

：県道

：市境

：公共施設等

：駅

①

②

再評価区間
②-２西脇工区 延長0.7km

未整備区間 延長17.7km

河川激甚災害対策特別緊急
事業区間【完成】 延長0.6km

河床掘削・護岸整備

HWL

12



工程表
：前回計画
：実施・計画

現況写真

③完成区間（沖田井堰）

⑥残事業区間（和田井堰下流）

④完成区間（和田井堰）

⑤残事業区間（沖田井堰上流）

三和橋

豊川橋

和田井堰

沖田井堰

西脇警察署西脇中学校再評価区間
②-２西脇工区 延長0.7km

⑤

⑥

③

④

凡 例

：H23.09台風12号の浸水範囲

凡 例

：H30（2018）以前

：R１（2019）～R5（2023）

：R6（2024）以降

：河川整備計画において

計画的に整備を進める区間

事業進捗平面図

出典：地理院地図

さんわ ばし

種別 H29まで H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

掘削

沖田井堰

和田井堰

護岸

13



浸水実績
①浸水実績 (昭和58年台風第10号)

横断図（誉田橋上流）

事業区間 ：国土交通省管理区間上流端から大畑川合流点
総事業費：48.0億円
内用地補償費：2億円
事業期間：H25年～R23年（2013～2041）
事業概要 ：築堤、護岸、河床掘削、橋梁、井堰
延 長 ：8.9km
費用便益比B/C：2.3（河川整備計画における全ての事業による費用便益比）

事業概要

目 的

河川整備計画に基づく治水安全度の向上（平成16年10月台風第23号と
同程度の洪水を安全に流下させる）

河川事業 一級河川加古川水系東条川〔小野工区〕 （継続：再評価〔第５回〕）

R38.0L30.0

W.L.

Co

Co
Co

H.W.L. 46.35

▽ 44.2 63

580015500390015300153003900850086264174

29200

88277
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1:
1.
5

1:2
.0

1:1.5

3277

3500

1:2.0 1
0
0
0

1:
1.
5

43.950
44.450

45.263

47.350
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47.350
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小野駅

葉多駅

社町駅

青野ヶ原駅

河
合
西
駅

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線

国
道
１
７
５
号

滝野社ＩＣ

社ＰＡ

加東市役所

小野
市役所

東条川

再評価区間 小野工区 延長8.9km

国管理
区間

①

加東市

小野市

出典：地理院地図

凡 例

：再評価区間

：河川整備計画において計

画的に整備を進める区間

：国道

：県道

：市境

：公共施設等

：駅

凡 例

：S58.09台風10号の浸水範囲

：H16.10台風23号の浸水範囲

事業箇所

位置図



工

程

表

：前回計画
：実施・計画

誉田橋（下流から上流を望む）

現況写真

②完成区間（誉田橋下流）

⑤残事業区間

③完成区間（誉田橋下流）

④残事業区間

加東市役所

社ＰＡ

国
道
１
７
５
号

小田井堰

六ヶ井堰

誉田橋

県管理区間

国管理区間

再評価区間 小野工区 延長8.9km

凡 例

：S58.09台風10号の浸水範囲

：H16.10台風23号の浸水範囲

凡 例

：H30（2018）以前

：R１（2019）～R5（2023）

：R6（2024）以降

：河川整備計画において

計画的に整備を進める区間

事業進捗平面図

種別 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23

用地補償

掘削

築堤･護岸

橋梁

井堰

種別 H25迄 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

用地補償

掘削

築堤･護岸

橋梁

井堰

②

④ よでんばし

井堰改築（小田井堰）

⑤

②

③

④

15



出水実績

出水実績 (平成30年7月豪雨)

本荘中橋～月江橋横断図

事業区間 ：丹波篠山市今田町本荘（神山川合流点～月江川合流点）
総事業費：16億円
内用地補償費：0.4億円
事業期間：H21年（2009）～R15年 （2033）
事業概要 ：築堤、掘削、護岸、橋梁、井堰
延 長 ：1.9ｋｍ

費用便益比B/C：2.3（河川整備計画における全ての事業による費用便益費）

事業概要

目 的

河川整備計画に基づく治水安全度の向上（平成16年10月台風第23号と
同程度の洪水を安全に流下させる）

加東市

西脇市

黒石ダム

事業箇所

位置図

河川事業 一級河川加古川水系東条川［篠山工区］ （継続：再評価〔第５回〕

丹波篠山市

播州清水寺

凡 例

：再評価区間

：河川整備計画において計

画的に整備を進める区間

：国道

：県道

：市境

：公共施設等

出典：地理院地図

再評価区間
⑥-3 東条川 篠山工区 延長1.9km

法定河川上流端

1:1
.9

1:1.9

H.W.L

16600

計画河床高

K

K

R=9.5
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月江橋

再
評

価
区

間
⑥

-
3
 東

条
川

[篠
山

工
区

]
L
=
1
.9

km

出典：地理院地図

事業進捗平面図

凡 例

：H58.09台風10号の浸水範囲

1号井堰

2号井堰

本荘中橋

現況写真

①完成区間 （本荘中橋下流）

④残事業区間（月江橋下流）

②完成区間 （1号井堰上流左岸）

③残事業区間（1号井堰上流）

工程表 ：前回計画
：実施・計画

※図中の３本線は整備状況を示す。

右岸の築堤、護岸の整備状況

河床掘削の整備状況

左岸の築堤、護岸の整備状況

凡 例

：H30（2018）以前

：R１（2019）～R5（2023）

：R6（2024）以降

：河川整備計画において

計画的に整備を進める区間

：国道

：県道

：橋梁

：井堰

①

③

②

④

種別
H29
まで

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

用地補償

掘削

築堤・護岸

橋梁

井堰

17



事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益費（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

治水安全度の向上 浸水被害の軽減 ・一般資産被害(家屋、家庭用品、事業所償却資産、農業家償却資産等)
・農産物被害、公共土木施設等被害、営業停止被害、応急対策費用

Ｂ(便益) Ｃ(費用)
Ｂ／Ｃ

便益額 代表的な効果 総費用 事業費 維持管理費

100,525
（百万円）

計画規模の降雨に対して、
浸水世帯3,039世帯の解消
浸水面積1,343haの解消

42,886
（百万円）

37,406
（百万円）

5,480
（百万円）

2.3

１）便益＝「治水事業を実施することによる被害
軽減期待額」を現在価値化

被害額＝一般資産被害＋農作物被害
＋公共土木施設等被害
＋営業停止被害＋応急対策費用

２）費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化

※河川整備計画における全ての事業による費用便益比 18



（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

社会経済活動等
の安定

人的被害の軽減 ○
・浸水区域内人口7,155人を解消
・災害時要救護者2,812人を解消
・最大孤立者数3,708人を解消

道路、鉄道等の交通途絶による
波及被害の軽減

○

・主要地方道西脇三田線(交通量7,621 台/日)、
主要地方道西脇八千代市川線(交通量10,124 台/日）、
主要地方道西脇停車場線(交通量12,077 台/日)等の
延べ283,727台/日の交通途絶を解消

・JR加古川線の交通途絶を解消（平均利用者数61,999人/日）
医療・社会福祉施設、防災拠点
施設、文化施設等の被害の軽減

○ ・医療施設7箇所の浸水被害を解消

水害廃棄物の発生の軽減 ○ ・水害廃棄物5,919t、処理費用166万円の解消

魅力ある河川空間
の創造

多様な生物の生活環境の保全・
再生・創出

○
・護岸は環境配慮型のブロックを採用する
・瀬や淵を保全するなど、生物の生活環境への影響を最小限に
とどめる

親水空間の整備･景観への配慮 ○ ・親水護岸や高水敷の整備を行うなど、親水空間に配慮する

要望状況等

近年、平成30 年７月豪雨など全国で記録的な
降雨による災害が頻発しており、
地域住民から河川改修による浸水被害軽減の
要望は強くなっている。

参考：事業の変遷
昭和16 年：加古川改修着手
昭和19 年：杉原川工区着手
昭和41 年：野間川工区着手
昭和42 年：加古川一級河川指定
昭和57 年：加古川水系工事実施基本計画策定
昭和58 年：秋雨前線及び台風第10 号（浸水家
屋2,034 戸）
平成 ２年：台風第19 号（浸水家屋3,171 戸）
平成 ３年：東条川（篠山工区）着手
平成 ９年：加古川改良工事全体計画認可
平成10 年：事業評価（再評価第１回）
平成15 年：事業評価（再評価第２回）
平成16 年：台風第23 号（浸水家屋1,652 戸）

平成21 年：河川整備計画策定中間報告
平成23 年：台風第12 号（浸水家屋1,106 戸）
平成25 年：加古川水系中流圏域河川整備計画
策定
策定報告（再評価第３回）
平成25 年：台風第18 号（浸水家屋167 戸）
平成28 年：新規事業評価（淡河川）
平成29 年：新規事業評価（油谷川・高倉川）
平成30 年：事業評価（再評価第４回）
令和 ５年：事業評価（再評価第５回）

※浸水家屋数は加古川水系加古川中流圏域河川整備計画による
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